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『
包

公
鉄
面

明
聖
経
』
に

つ
い
て

ー

長
沙
に
お
け
る
包
公
信
仰
資
料
ー

阿

部

泰

記

一

は
じ
め
に

台
湾

・
東
南

ア
ジ
ア
で
は
包
公
廟
が
多
数
あ
り
、
包
極
は
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
が
、
中
国
大
陸
で
包
昼
の
生
地
で
あ
る
合
肥
の

包
公
祠

や
仕
官

の
地
で
あ
る
開
封
の
包
公
祠
を
除
い
て

「
包
公
廟
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
従
来
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
湖
南
長

沙
府

に
は
包
公
廟
が
存
在
し
、

『
包
公
鉄
面
明
聖
経
』
と
い
う
経
典
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
を
知

っ
た
。
本
稿
で
は

こ
れ
に
つ
い
て
論
じ

て
み
た

い
。

一72一

二

長
沙
の
包
公
廟

古
来
巫
風
の
強
い
湖
南
長
沙
府
で
は
関
羽
を
始
め
多
く
の
神
が
民
間
信
仰

の
対
象
で
あ
り
、
包
極
も
信
仰
の
対
象

で
あ

っ
た
。
筆
者

が
見
た
文
献
は
多
く
は
な
い
が
、
次
の
地
方
志
に
包
公
廟
が
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
光
緒
十

一
年
重
修

『湖
南
通
志
』
巻
七
四

「典
礼
志
」

四
、

「祠
廟
」

一
、

「湘
潭
県
」
は
、

『
大
清

一
統
志
』
を
引
い
て
、

包
極
を
祀

っ
た

「
包
孝
粛
祠
」
が
存
在
し
、
そ
れ
は
包
極

の
子
穏
が
潭
州

(清
で
は
長
沙
府
に
当
た
る
)
に
通
判

(
州
太
守
を
補
佐
す

る
官
)
と
し
て
赴
任
し
た
か
ら
長
沙
で
包
極
を
祀
る
よ
う
に
な

っ
た
と
記
す
。

「
包
孝
粛
祠
」
、
在
県
西
楊
梅
洲
上
、
祀
包
極
。
又
興
馬
洲
上
、
亦
有
之
。
極
生
平
未
至
湖
湘
、
其
子
穏
嘗
通
判
潭
州
、
早
卒
。



長
沙
人
、
因
祀
極
。

(
『
一
統
志
』
)

そ
こ
で
光
緒
二
十
八
年
刊

『
大
清

一
統
志
』
巻

二
七
七

「
長
沙
府
」

二
、

「祠
廟
」
を
調
べ
る
と
、
そ
の
記
述
は
確
か
に
あ
る
が
、

少
し
詳
し
く
記
し
て
お
り
、
包
穏
を
誤

つ
て
包
極
と
考
え
た
と
言
う
。

「包
孝
粛
祠
」
、
在
湘
潭
県
西
楊
梅
洲
上
、
祀
宋
包
極
。
又
興
馬
洲
、
亦
有
之
。
按
孝
粛
生
平
未
至
「湖
コ剛
、
其
子
績
通
判
測
州
、

早
卒
。
長
沙
人
、
誤
以
穏
為
孝
粛
。

確

か
に

『宋
史
』

「
包
極
伝
」

に
も
、
包
穏
が
潭
州
通
判
に
な

っ
た
と
記
し
て
い
る
。

有

子
名
績
、
嬰
崔
氏
、
通
判
潭
州
。

し
か
し
呉
奎

「
包
極
墓
誌
銘
」

(楊
国
宜
等
整
理

『
包
極
集
編
年
校
補
』
、
附
録

「
伝
記
戟
事
」
所
載
)
に
は
、

包
緒
が
潭
州
通
判

に
な

つ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。

子
億
、
太
常
寺
太
祝
。

ま

た
張
田

「宋
故
永
康
郡
夫
人
董
氏
墓
誌
銘
」
に
は
包
億
が
長
男
で
早
世
し
た
と
し
か
記
し
て
い
な
い
。

二
子
、
長
日
練
、
早
卒
。
次
日
綬
、
大
理
評
事
。

屈
春

山

.
李
良
学

『
包
公
正
伝
』

(
一
九
八
七
、
中
州
古
籍
出
版
社
)

一
○
五
～

一
○
六
頁
に
は
、
若
死
に
し
た
包
極
の
長
子
績
は

太
常
寺
太
祝

で
あ

っ
た
こ
と
、
包
極

の
次
子
包
綬
が
潭
州
通
判
に
任
命
さ
れ
た
が
赴
任
す
る
途
中

で
死
亡
し
た
こ
と
を

『包
綬
墓
志
』

を
引
用
し
な
が
ら
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
潭
州
通
判
で
あ

つ
た
包
極
の
子
を
記
念
し
て
包
孝
粛

祠
が
建
立
さ
れ
た

と
は
信
じ
が
た
い
。

包
公
長
子
包
穏
、
官
太
常
寺
太
祝
。

二
十
幾
歳
病
死
、
令
人
十
分
椀
惜
。
包
公
次
子
包
綬
、
字
君
航
、
歴
官
太
常
寺
太
祝
、
国
士

監
丞
、
濠
州

(今
安
徽
鳳
陽
)
団
練
判
官
、
四
十
八
歳
転
官
潭
州
通
判
、
死
干
赴
任
途
中
。
包
綬
清
苦
守
節
、
箱
嚢
之
内
、
除
了

朝
廷
詰
勅
及
書
籍
著
述
外
、
別
無
他
物
、
人
椚
驚
嘆
不
已
。
他
不
論
在
何
処
任
職
、
都
是

「人
称
廉
潔
」、
而
且

「
異

口

一
詞
」。

他
在
汝
州
離
任
時
、
人
椚
扶
老
携
幼
、
争
先
恐
後
出
郊
歓
送
、

一
再
向
他
拝
謝
、
井
祝
願
説
、

「請
公
善
帰
、
台
閣
今
待
公
　
。
」

包
綬
任
京
官
時
、
曽
在
故
郷
為
生
母
孫
氏
守
喪
幾
年
、

「
家
難
貧
、
而
無

二
毫
干
干
郷
里
。」
人
椚
称
頬
説
、

「
孝
粛
以
清
白
動

正
光
干
青
史
、
公
可
謂
能
克
家
者
、
孝
粛
之
風
、
至
干
公
而
益
熾
也
。」

『包
公
鉄
面
明
聖
経
』
に
つ
い
て

(阿
部
)
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潭
州

(長
沙
府
)
に
は
確
か
に
各
地
に
包
極
の
祠
廟
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。
筆
者

の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
長
沙
府

に
属
す
る
湘
潭

・

湘
陰

・
善
化
の
三
県
に
包
極
を
祀

っ
た
祠
廟
が
あ
り
、
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

○
光
緒
十
四
年
刊

『湘
潭
県
志
』

二
四
巻

「
礼
典
志
」

「包
公
廟
」
、
在
錦
湾
、
祀
包
孝
粛
。
張
志

云
、

「
孝
粛
子
億
通
判
潭
州
、
故
長
沙
多
有
其
廟
。
楊
梅
洲
、
興
馬
洲
、
皆
有
之
。

十

二
都

「包
爺
殿
」
有

田
計
畝
余
。
以
爺
為
尊
称
、
始
宋

・
遼
時
。
十
五
都
廟
、
在
澄
田
。

八
都
簗
田
日

「
三
聖
殿
」
、
兼
祀
張

桓
侯
。

○
光
緒
六
年
刊

『湘
陰
県
図
志
』
巻
二
一二
「
典
礼
志
」

「包
公
廟
」
、
祀
宋
包
孝
粛
極
。

一
在
堤
南

「古
関
帝
廟
」
右
、

一
在
仁
和
囲
。

○
光
緒
三
年
刊

『善
化
県
志
』
巻
三
○

「祠
廟
志
」

十
二
鋪

六
都

八
都

「
包
爺
廟
」
、
在
東
牌
楼
。

(
旧
志
、

「
寺
右
、
公
館

一
棟
、
鋪
屋
七
間
、
左
鋪
屋

二
間
、
対
門
鋪
屋

二
間
、
後
抵
園

囲
契
拠
。
)

「
包
爺
廟
」
、
県
西
南
三
十
里
、
団
湖
山
。

(
旧
廟
、
濱
河
、
易
於
傾
妃
、
同
治

五
年
張
紹
卿

・
張
励
堂
掲
出
重
金
、

侶
衆
掲
黄
、
新
置
地
基
、
創
建
宏
徹
、
並
奉
関
聖
諸
仏
、
賢
各
神
像
。
廟
趾
、
前
抵
石
橋
、
後
抵
陳
姓
山
界
、
左
抵
酬

辺
、
右
抵
摘
外
石
路
。
済
美
会
指
入
地
、
名
包
公
山
、
田
三
十
畝
。
又
観
音
港
市
、
鋪
屋

一
棟
、
佃

租
銭
六
千
、
均
帰

廟
管
。
旧
廟
改
作

「
洞
庭
宮
」
、
亦
帰
新
廟
経
理
。
)

「
包
爺
廟
」
、
県
南
四
十
里
窟
湾
。

(前
明
古
廟
、
歴
著
霊
異
。
康
煕
癸
巳
、
水
災
傾
妃
。
僧
見
聞
募
臭
憲
王
、
修
復
。

乾
隆
甲
辰
衆
姓
公
修
、
原
有
和
尚
塵
田
二
十
畝
、
続
置
老
屋
塘
上
石
橋
田
三
畝
、
冊
名
僧
慈
音
。
道
光
年
間
、
諦
鳳
池

・

文
民
賦
等
、
揖
置
銭
家
山
樟
楊
塘
、
孫
家
墾
田
三
契
、
鐙
油
田

一
石
三
斗
五
升
、
冊
名

「
包
公
照
」
。
威
豊
七
年
、
票

文

田

・
諏
森
階
等
、
侶
掲
重
貨
、
拓
寛
基
趾
。
殿
楼
廊
鷹
、
概
為
更
建
。
増
置
高
車
埠
田
八
斗
、

以
作
歳
修
、
柵
名

「
包
乗
直
」。
又
置
廟
右
鋪
屋
、
給
僧
収
租
、
以
資
香
火
。

又
廟
右
祀
有
包
白
龍

・
少
白
龍
神
像
.
置
有
樟
木
塘
屯
田

七
斗
、
衰
家
衝
民
田

一
石
、
珊
名

「
包
白
龍
」。
又
廟
内
後
殿
、
供
奉
文
帝
。
陳
大
詠
等
、
侶
掲
与
善
堂
惜
字
公
項
、

置
披
塘
墾
田

一
石
、
毎
歳
収
租
為
拾
字
工
費
。
)

一74一



特

に
善
化
県
八
都

「
包
爺
廟
」
の
注
に

「前
明
古
廟
、
歴
著
霊
異
。
」
と
記
す
こ
と
か
ら
す
る
と
、

こ
の
包
公
廟
は
明
代

に
す

で
に

建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
長
沙
に
お
け
る
包
公
信
仰
は
か
な
り
古
く
か
ら
な
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

『
湘

潭
県
志
』

の

「
塁
祀
表
」
に
は
、
関
帝
廟
を
始
め
と
し
て
、
東
嶽
廟

・
倉
神
廟

・
天
妃
宮

・
南
嶽
祠

・
龍
王
廟

・
魯

班
廟

・
陶
公
祠

・

軒
韓
殿

・
黄
龍
廟

.
薬
王
殿

・
火
官
殿

・
五
穀
殿

・
桓
侯
殿

・
真
武
廟

(祖
師
殿
)
な
ど
多
く
の
祠
廟
が
建
立
さ
れ

て
お
り
、
包
公
廟

は
そ

の

一
つ
で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
沙
で
な
ぜ
包
極
が
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
詳
細
な
理
由
は

『大
清

一
統
志
』

に
い
う
よ
う
に
包
極
の
次
子
が
潭
州
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
な
お
検
討

の
必
要
が

あ
る
。

な
お
中
湘
九
総
の
黄
三
元
堂
蔵
版
、
民
国
年
間
刊
行
の
唱
本

『
南
嶽
香
詰
』

「
由
靖
江
新
康
上
船
」

に
は
、

「
建
家
河
建
還
十
里
、

枯
右
望

下
包
爺
霊
、
包
爺
案
下
把
香
焚
。
」
の
句
が
見
え
て
い
る
。

こ
の

「
包
爺
」
は
も
ち
ろ
ん
包
公
の
こ
と

で
あ

り
、
包
公
の
霊
験

を
期
待

し
て
包
公
廟
に
参
詣
す
る
長
沙
の
人
々
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

三

『包
公
鉄
面
明
聖
経
』

「75「

長
沙

の
包
公
廟
の
祭
儀
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
は
記
載
が
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
し
、

こ
こ
で
は
現
存

す
る

『
包
公
鉄
面
明
聖
経
』
と
称
す
る
経
典
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

こ

の
経
典
は
民
国
十
三
年

(
一
九

二
四
)
に
長
沙
の
積
善
小
補
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は

「包
孝
粛
公
宝
詰
」
と

「包
公

鉄
面
明
聖
経
」
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成

っ
て
い
る
。

「
宝
詰
」
は
そ
の
大
部
分
が

『
宋
史
』
巻
三

一
六

「包
極
伝
」

に
基
づ
い
て
い
る

が
、
経

典
部
分
は
民
間
伝
説

「
包
公
案
」
を
基
礎
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
民
間
信
仰
と
民
間
伝
説
の
結
び

つ
き

の
強
さ
を
窺
わ
せ
る
。

ち
な
み
に
民
間
で
行
わ
れ
る

『
関
聖
帝
君
覚
世
経
』
も
経
典
と
宝
諾
か
ら
成
る
。
次
に
そ
の
原
文
を
考
察
す
る
こ
と

に
す
る
。

*

「包
孝
粛
公
宝
詰
」

『
包

公
鉄

面
明

聖
経
』
に

つ
い
て

(
阿

部

)
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宋
代
忠
臣
、
盧
州
孝
子
。
乗
徳
不
回
、
執
心
決
断
。
不
持

一
硯
、
謹
作
吏
之
清
廉
。
諫
引
三
疏
、
顕
立
朝
之
剛
毅
。
権
貴
宙
官
、

皆
敏
手
、
生
号
閻
羅
。
児
童
婦
女
悉
知
名
、
歓
呼
待
制
。
笑
言
不
筍
、
錐
通
顕
於
布
衣
時
。
功
徳
昭
彰
、
允
廟
食
遍
簑
宇
内
。
天

章
待
制
、
龍
図
学
士
。
御
史
中
丞
、
枢
密
使
、
孝
粛
公
。

宋
代

の
忠
臣
、
盧
州
の
孝
子
。
徳
を
乗
り
て
回
け
ず
、
心
を
執
り
て
決
断
す
。

一
硯
も
持
せ
ず
、
吏
作
る
の
清
廉
を
讃
す
。
諌

む
る
に

『
三
疏
』
を
引
き
て
、
朝
に
立

つ
の
剛
毅
を
顕
わ
す
。
権
貴

・
宙
官
は
皆
手
を
敏
め
て
、
生
き
て
閻
羅
と
号
す
。
児
童

・

婦
女
は
悉
く
名
を
知
り
て
、
待
制
を
歓
呼
す
。
笑
言
筍
な
ら
ず
、
通
顕
す
と
錐
も
布
衣
の
時
に
於
て
す
。
功
徳
昭
彰
な
れ
ば
、

允
に
廟
食
は
簑
宇
の
内
に
遍
し
。
天
章
待
制
、
龍
図
学
士
。
御
史
中
丞
、
枢
密
使
。
孝
粛
公
。

『
宋
史
』
巻

三

一
六

「
包
極
伝
」

(
年
号
は
屈
春
山

・
李
良
学
著

『
包
公
正
伝
』

の

「包
公
年
譜
簡
表
」
に
よ
る
)
は
以
下
の
と
お
り

で
あ

り
、

「
宝
詰
」

の
拠
り
所
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

包
極
、
字
希
仁
。
盧
州
合
肥
人
也
。

(天
聖
五
年
、

一
○

二
七
)
始
挙
進
士
、
除
大
理
評
事
、
出
知
建
昌
県
、
以

父
母
皆
老
、
辞
不

就
、

得
監
和
州
税
、
父
母
不
欲
行
、
極
即
解
官
帰
養
。
後
数
年

(明
道
元
年
、

一
○
三
二
)、
親
継
亡
、
極
盧
墓
。

(景
祐

二
年
、

一

〇
三

五
)
終
喪
、
猶
斐
徊
不
忍
去
、
里
中
父
老
数
来
勧
勉
。
久
之

(景
祐
四
年
)、
赴
調
、
知
天
長
県
。
有
盗
割
人
牛
舌
者
、
主
来
訴
。

極
日
、

「第
帰
、
殺
而
謹
之
。
」
尋
復
有
来
告
私
殺
牛
者
、
丞
日
、

「何
為
割
牛
舌
而
又
告
之
。」
盗
驚
服
。

(康
定
元
年
、

一
〇
四
○
)

徒
知
端
州
。

(慶
暦
三
年
、

一
○
四
三
)
遷
殿
中
丞
、
端
土
産
硯
、
前
守
縁
貢
、
率
取
数
十
倍
以
遺
権
貴
、
極
命
製
者
才
足
貢
数
、
歳

満
不
持

一
硯
帰
。
尋
拝
監
察
御
史
裏
行
、
改
監
察
御
史
。
時
張
尭
佐
除
節
度
、
宣
徽
両
使
。
右
司
諌
張
択
行
、
唐
介
与
極
共
論
之
。
語

甚
切
。
又
嘗
建
言
日
、

「
国
家
歳
賂
契
丹
、
非
禦
戎
之
策
。
宜
練
兵
選
将
、
務
実
辺
備
。
」
又
請
重
門
下
封
駁
之
制
、
及
廃
鋼
賊
吏
、

選
守
宰
、
行
考
試
補
蔭
弟
子
之
法
。
当
時
諸
道
転
運
加
按
察
使
、
其
奏
劾
官
吏
、
多
庶
細
故
、
務
苛
察
相
高
尚
、
吏
不
自
安
、
極
於
是

請
罷
按
察
使
。

(慶
暦
五
年
)
去
使
契
丹
。
契
丹
令
典
客
謂
極
日
、

「
雄
州
新
開
便
門
、
乃
欲
誘
我
叛
人
、
以
刺
彊
事
乎
。
」
極
日
、

「
琢
州
亦
嘗
開
門
　
。
刺
彊
事
何
必
開
便
門
也
。」
其
人
遂
無
以
対
。

(慶
暦
六
年
)
歴
戸
部
判
官
、
出
為
京
東
転
運
使
。

(慶
暦
七

年
)
改
尚
書
工
部
員
外
郎
、
直
集
賢
院
、
徒
陳
西
。

(慶
暦
八
年
)
又
徒
河
北
、
入
為
三
司
戸
部
副
使
。
秦
朧
斜
谷
務
造
船
材
木
、
率

課
取
於
民
。
又
七
州
出
賦
河
橋
竹
索
、
恒
数
十
万
、
極
皆
奏
罷
之
。

(皇
祐
元
年
、

一
○
四
九
)
契
丹
聚
兵
近
塞
、
辺
郡
稽
驚
、
命
極
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牲
河
北

調
発
軍
食
。
極
日
、

「
潭
河
沃
壌
、
人
不
得
耕
、
邪

・
洛

・
趙
三
州
民
田
万
五
千
頃
、
率
用
牧
馬
、
請
悉
以
賦
民
。
」
従
之
。

解
州
塩
法
率
病
民
、
極
往
経
度
之
、
請

一
切
通
商
販
。

(皇
祐
二
年
)
除
天
章
閣
待
制
、
知
諌
院
。
数
論
斥
権
倖
大
臣
、
請
罷

一
切
内

除
曲
恩
。
又
列
上
唐
魏
鄭
公

『
三
疏
』
、
願
置
之
座
右
、
以
為
亀
鑑
。

又
上
言
天
子
当
明
聴
納
、
辮
朋
党
、
惜
人
才
、

不
主
先
入
之
説
、

凡
七
事
。
請
去
刻
薄
、
抑
僥
倖
、
正
刑
明
禁
、
戒
興
作
、
禁
妖
妄
。
朝
廷
多
施
行
之
。

(皇
祐
四
年
)
除
龍
図
閣
直

学
士
、
河
北
転
運

使
。
嘗
建
議
無
事
時
徒
兵
内
地
、
不
報
。

…

徒
知
蔽
州
、
諸
州
以
公
銭
貿
易
、
積
歳
所
負
十
余
万
、
悉
奏
除
之
。

(皇
祐
五
年
)

以
喪
子
乞
便
郡
、
知
揚
州
、
徒
盧
州
。

(嘉
祐
元
年
、

一
〇
五
六
)
遷
刑
部
郎
中
。
坐
失
保
任
、
左
授
兵
部
員
外
郎
、
知
池
州
。
復
官
。

徒
江
寧

府
、
召
権
知
開
封
府
。
遷
右
司
郎
中
。
極
立
朝
豪
毅
、
貴
戚
宙
官
、
為
之
敏
手
。
聞
者
皆
揮
之
。
人
以
包
極
笑
比
黄
河
清
。
童

稚
婦
女
、
亦
知
其
名
。
呼
日
、

「
包
待
制
」
。
京
師
為
之
語
日
、

「関
節
不
到
、
有
閻
羅
包
老
。」

(嘉
祐

二
年
)
旧
制
、
凡
訟
訴
不
得

径
造
庭

下
。
極
開
正
門
、
使
得
至
前
陳
曲
直
、
吏
不
敢
欺
。
中
官
勢
族
築
園
樹
、
侵
恵
民
河
、
以
故
河
塞
不
通
、
適
京
師
大
水
、
極
乃

悉
殿
去
。
或
持
地
券
自
言
有
偽
増
歩
数
者
。
皆
審
験
劾
奏
之
。

(嘉
祐
三
年
)
遷
諫
議
大
夫
、
権
御
史
中
丞
。

…

(嘉
祐
四
年
)

張
方
平
為
三
司
使
、
坐
買
豪
民
産
、
極
劾
奏
罷
之
。
而
宋
祈
代
方
平
、
包
極
又
論
之
、
祈
罷
、
而
丞
以
枢
密
直
学
士
、
権

三
司
使
。

…

其
在
三
司
、
凡
諸
莞
庫
供
上
物
、
旧
皆
科
率
外
郡
、
積
以
困
民
。
極
特
為
置
場
和
市
、
民
得
無
擾
。
吏
負
銭
畠
多
繹
繋
、
間
輯
逃
去
、

井
械
其

妻
子
者
、
類
皆
釈
之
。

(嘉
祐
六
年
)
遷
給
事
中
、
為
三
司
使
。
数
日
、
拝
枢
密
副
使
。
頃
之
、
遷
礼
部
侍

郎
、
辞

不
受
。

(嘉
祐

七
年
)
尋
以
疾
卒
、
年
六
十
四
、
贈
礼
部
尚
書
、
誼
孝
粛
。
極
性
哨
直
、
悪
吏
苛
刻
、
務
敦
厚
、
難
甚
嫉
悪
、
而
未
嘗
不
推
以

忠
恕
也
。
与
人
不
筍
合
、
不
偽
辞
色
悦
人
、
平
居
無
私
書
、
故
人
、
親
党
皆
絶
之
。
難
貴
、
衣
服
、
器
用
、
飲
食
、
如
布
衣
時
。
嘗
日
、

「後
世

子
孫
仕
宙
、
有
犯
鍼
者
、
不
得
放
帰
本
家
、
死
不
得
葬
大
笙
中
。
不
従
吾
志
、
非
吾
子
若
孫
也
。
」

*

『包
公
鉄
面
明
聖
経
』

吾

自
生
来
不
順
情
、
赫
赫
地
府
活
閻
君
。

吾
生
ま
れ
て
よ
り
情
に
順
は
ず
、
赫
赫
と
し
て
地
府
に
活
閻
君
た
り
。

〔注
〕

包
極
が
人
に
迎
合
し
な
い
こ
と
は

『
宋
史
』
本
伝
に

「関
節

(
コ
ネ
)
が
通
じ
ぬ
、
閻
羅
の
包
老
あ
り
。
」
と

言
わ
れ
た
こ
と

が
記
さ

れ
て
お
り
、
包
極
が
地
獄
に
赴
い
て
閻
羅
と
な
る
話
は
、
元
雑
劇
で
も
多
数

の

「
包
公
案
」
が
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、
包
極
の

『
包
公
鉄
面
明
聖
経
』
に
つ
い
て

(阿
部
)
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「
昼
に
は
現
世
を
裁
き
、
夜
に
は
冥
界
を
裁
く
」
記
述
が
あ
り
、
神
通
力
を
使

っ
て
冥
界
と
往
来
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
包
丞
は
あ

く
ま

で
生
き
た
人
で
あ
り
、
神
で
は
な
い
。
明
説
唱
詞
話
に
お
い
て
も
包
極
は

「活
閻
羅
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

真
の
閻
羅
で
あ

つ

た
こ
と
は
な

い
。
小
説

『新
評
龍
図
神
断
公
案
』

百
話
中
の
十

二
話

で
は
包
極
が
冥
界
に
赴
い
て

「閻
羅
」
と
な
り
、
輪
廻
転
生
の
論

理
で
裁
き
を
す
る
。

天
翻
地
覆
吾
亦
覆
、
陰
陽
両
管
度
衆
生
。

在
宋
流
今
、
包
公
清
天
。

状

元
及
第
、
知
定
遠
事
。

天
翻
り
地
覆

っ
て
吾
亦
覆
り
、
陰
陽
両

つ
な
が
ら
管
り
て
衆

生
を
度
う
。

宋
に
在
り
て
よ
り
今

に
流
ぶ
ま

で
、
包
公
清
天
た
り
。

状
元
に
及
第
し
て
、
定
遠
の
事
を
知
る
。

〔注
〕

包
極
は
進
士
に
及
第
し
た
が
状
元
に
及
第
し
て
は
い
な
い
。
前
掲

『
包
公
正
伝
』
に
よ
れ
ば
、
天
聖
五
年
、

甲
科
進
士
に
及
第

し
て
い
る
が
、
第

一
席

の
状
元
は
王
尭
臣
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
包
極

で
は
な
い
。
ま
た
定
遠
県
知
事
に
も
な

っ
て
い
な
い
。
明
説
唱

詞
話

『
包
待
制
出
身
伝
』

に
至

つ
て
、
包
極
が
状
元
に
及
第
し
、
定
遠
県
に
赴
任
し
た
話
が
形
成
さ
れ
る
。

目
如
日
月
、
天
地
照
臨
。

心
懸
明
鏡
、
鬼
妖
喪
胆
。

書
吏
皆
痩
、
署
内
単
寒
。

万
民
百
姓
、
人
人
喜
連
。

通
天
達
地
、
日
夜
未
安
。

白

日
坐
堂
、
判
官
兼
班
。

夜
管
陰
曹
、
牛
頭
馬
面
。

幽

冥
地
府
、
陰
律
果
報
森
厳
。

孝
為
百
行
首
、
淫
為
万
悪
先
。

目
は
日
月
の
如
く
、
天
地
に
照
臨
す
。

心
は
明
鏡
を
懸
け
、
鬼
妖
は
胆
を
喪
う
。

書
吏
は
皆
痩
せ
、
署
内
は
単
寒
く
。

万
民

・
百
姓
は
、
人
人
喜
び
連
な
る
。

天
に
通
じ
地
に
達
し
て
、
日
夜
未
だ
安
ん
ぜ
ず
。

白
日
は
堂
に
坐
し
、
判
官
を
兼
班
す
。

夜
は
陰
曹
を
管
り
、
牛
頭

・
馬
面
あ
り
。

幽
冥
な
る
地
府
、
陰
律
は
果
報
森
厳
た
り
。

孝
は
百
行
の
首
と
為
し
、
淫
は
万
悪
の
先
と
為
す
。

〔注
〕

『孝
経
』

「
三
才
章
」
注
に
、

「
孝
、
為
百
行
之
首
、
人
之
常
徳
。
」
と
云
う
。
民
間
に
行
わ
れ
る

『関
聖
帝

君
覚
世
真
経
』

に
も
、

「淫
為
万
悪
首
、
孝
為
百
行
先
。
」
と
云
う
。

耕
読
勤
倹
心
廉
節
、
為
官
清
正
子
孫
賢
。

耕
読
勤
倹
に
し
て
心
は
廉
節
、
官
と
為
り
清
正
に
し
て
子
孫

賢
な
り
。
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忠
臣
孝
子
、
世
代
流
伝
。

纂
君
位
、
教
忠
臣
、
欺
地
滅
天
。

自
古
好
俵
、
終
身
誼
得
全
。

悪
人
悪
報
、
善
者
福
添
。

一
切
悪
鬼
、

一
孝
感
天
。

陽
分
貴
賎
、
陰
分
善
悪
。

皇
恩
浩
蕩
、
陞
吾
朝
班
。

早
朝
晩
朝
、
文
官
武
官
。

鉄
面
無
私
、
泳
心

一
片
。

王
公
恩
師
、
保
吾
右
輔
。

、

忠
臣

・
孝
子
、
世
代
流
伝
す
。

君
位
を
寡

い
、
忠
臣
を
鐵
し
、
地
を
欺
き
天
を
滅
す
。

古
よ
り
好
俵
は
、
終
身
謳
ん
ぞ
全
き
を
得
ん
や
。

悪
人
に
悪
報
あ
り
、
善
者
は
福
添
う
。

一
切
の
悪
鬼
、

一
孝
有
ら
ば
天
を
感
ぜ
し
む
。

陽
は
貴
賎
を
分
か
ち
、
陰
は
善
悪
を
分
か
つ
。

皇
恩
浩
蕩
た
り
て
、
吾
を
朝
班
に
陞
ら
し
む
。

早
に
朝
し
晩
に
朝
し
、
文
官

・
武
官
あ
り
。

鉄
面
無
私
、
泳
心

一
片
な
り
。

王
公
恩
師
は
、
吾
を
右
輔
に
保
す
。

「注
」

因
心師
王
公
は
歴
史
⊥

の
人
物
で
は
な
く
、
明
説
唱
詞
話

『
包
待
制
出
身
伝
』
に

「
王
太
師
」
と
し
て
初
め
て
登
場
す
る
。
ま
た

包
極

は
実
際
に
は
宰
相
に
昇
任
し
て
い
な
い
が
、
明
説
唱
詞
話

『
包
龍
図
陳
州
羅
米
記
』
に

「
包
丞
相
」
と
い
う
表
現
が
出
る
。

皇

図
葦
固
、
万
民
永
頼
。

孝

順
無
改
、
忠
孝
廉
節
、
慧
智
彌
堅
。

為

君
而
為
舜
之
君
、
為
臣
而
為
伊
サ
之
臣
。

為
人
君
尽
君
道
、
為
人
臣
尽
臣
道
。

宋
朝
敏
龍
、
選
妃
朝
奄
。

龍
夢
奄
内
、
三
十
六
蓋
。

内
有
紅
燈
、
金
光
彩
艶
。

進
奄
焚
香
、
龍
目

一
観
。

内
有
尼
僧
、
媚
椒
昭
然
。

吾
保
国
母
、
宣
進
宮
院
。

『
包

公

鉄
面

明
聖
経
』
に

つ
い

て

(
阿
部

)

皇
図
輩
固
に
し
て
、
万
民
永
く
頼
む
。

孝
順
改
む
る
無
く
、
忠
孝
廉
節
に
し
て
、
慧
智
彌
よ
堅
し
。

君
と
為
ら
ば
尭
舜
の
君
と
為
り
、
臣
と
為
ら
ば
伊
サ

の
臣
と
為
る
。

人
君
と
為
ら
ば
君
道
を
尽
く
し
、
人
臣
と
為
ら
ば
臣
道
を
尽
く
す
。

宋
朝
龍
を
訣
き
、
妃
を
朝
奄

に
選
ぶ
。

龍
は
奄
内
を
夢
み
、
三
十
六
蓋
あ
り
。

内
に
紅
燈
有
り
、
金
光
彩
艶
あ
り
。

奄
に
進
み
て
香
を
焚
き
、
龍
目

一
た
び
観
る
。

内
に
尼
僧
有
り
、
媚
娠
昭
然
た
り
。

吾
国
母
を
保
せ
ば
、
宣
あ
り
て
宮
院
に
進
ま
し
む
。
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国
母
有
妊
、
未
見
生
面
。

国
母
妊
む
有
る
も
、
未
だ
生
面
を
見
ず
。

〔注
〕

真
宗
が
尼
僧
を
見
て
皇
妃
に
し
た
こ
と
は
、
明
説
唱
詞
話

『
仁
宗
認
母
伝
』

で
語
ら
れ

て
お
り
、
包
丞
相
が

「陳
州
羅
米
」
か

ら
帰
京

す
る
途
中
、
天
斉
廟

(東
嶽
廟
)
で
宮
廷
か
ら
追
放
さ
れ
て
盲
目
に
な

つ
た
李
妃
が
次

の
よ
う
に
訴
え
る
。

「
〔唱
〕
家
住
毫

州
毫

水
県
、
根
生
土
長
古宅
州
人
。
爺
是
毫
州
李
節
使
、
左
管
軍
来
右
管
民
。
原
為
我
家
紀
后
使
、
没
男
没
女
没
児
孫
。
早
晩
焼
香
求
子

皐
、
後

来
生
下
阿
奴
身
。
買
卦
占
籔
養
不
大
、
太
清
宮
裏
去
修
行
。
看
看
児
上
十
三
歳
、
四
州
八
県
独
称
尊
。
金
冠
道
姑
為
第

一
、
真

宗
駕

到
太
清
宮
。
天
子
見
奴
生
得
好
、
納
為
妃
子
在
宮
中
。
真
宗
断
我
修
行
路
、
納
在
西
宮
結
倣
親
。
南
宮
姐
姐
劉
妃
子
、
西
宮
便
是

李
妃
身
。
因
為
北
番
興
人
馬
、
来
侵
大
宋
不
安
寧
。
拝
起
将
軍
楊
六
使
、
侵
殺
番
家
馬
共
人
。
収
了
番
家
肖
大
后
、
真
宗
改
倣
太
平
春
。

太
平
是

三
月
初
三
日
、
西
宮
降
下
小
儲
君
。
南
宮
姐
姐
劉
妃
子
、
便
生
妬
嫉
狡
家
心
。

〔説
〕
話
説
六
宮
大
使
、
姓
郭
名
塊
、
通
同
作

弊
、
将

劉
妃
子
女
児
、
来
我
西
宮
、
換
了
儲
君
太
子
。
劉
妃
子
傲
了
正
宮
皇
后
。
」
だ
が
包
昼
は
李
妃
を
皇
妃
と
し
て
推
薦
し
た
わ
け

で
は
な
い
。

『打
龍
炮
』

(
広
西
桂
劇
高
腔
)
で
は
、

「
父
は
公
卿
、
母
は
詰
命
儒
人
で
、
兄
弟

三
人
は
朝
廷
に
仕
え
た
。
太
上
高
皇

が
龍
虎

山
青
秀
奄

の
三
十
六
蓋

の
花
灯
の

一
蓋
が
開
花
し
て
芯
を
結
ん
だ
夢
を
見
て
青
秀
奄
を
訪
れ
た
の
で
、
自
分
が
老
王
の
洗
面
水

の
準
備

を
し
た
。
老
王
は
自
分

の
容
貌
が
気
に
入

っ
て
爪
で
水
を
弾
き
飛
ば
し
た
。
」
と
云
い
、
経
文
に
近
い
。

辰
州
文
行
、
天
旱
三
年
。

老
者
多
死
、
少
者
頗
散
。

聖
主

一
聞
、
両
泪
不
乾
。

欽

命
放
糧
、
雪
銀
百
万
。

吾

領
旨
詔
、
不
敢
遅
延
。

辰
州
に
文
行
わ
れ
、
天
旱
す
る
こ
と
三
年
な
り
。

老
い
し
者
は
多
く
死
に
、
少
き
者
は
頗
る
散
ず
。

聖
主

一
た
び
聞
き
、
両
泪
乾
か
ず
。

欽
命
に
て
放
糧
し
、
雪
銀
百
万
な
り
。

吾
旨
詔
を
領
け
て
、
敢
え
て
遅
延
せ
ず
。

〔注
〕

「
陳
州
羅
米
」
故
事

で
あ
り
、
湖
南
の
民
衆
に
親
し
み
や
す
く
す
る
た
め
か
、
河
南
の
陳
州
を
湖
南
の
辰
州

に
改
め
て
い
る
。

た
だ
陳

州
を
辰
州
に
作
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
は
な
く
、

『
御
街
打
攣
』

(広
西
桂
劇
弾
腔
)
で
も
辰
州
と
し
て
い
る
。

馬

氏

西

妃

、

狼

意

不
浅

。

捲

吾

馬

頭

、

索

銀

一
半

。

張

龍

・
趙

虎

、

王

朝

・
馬

漢

。

馬
氏
西
妃
は
、
狼
意
浅
か
ら
ず
。

吾
が
馬
頭
を
撹
り
、
銀

一
半
を
索
む
。

張
龍

・
趙
虎
、
王
朝

・
馬
漢
。
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聴
吾
吻
附
、
転
街
不
面
。

西
妃
人
馬
、

三
盆
路
前
。

停
車
塞
塞
、
索
銀
捲
関
。

吾
奉

皇
恩
、
百
姓
大
難
。

浩
気
沖
雷
、
将
攣
打
濫
。

吾
が
粉
附
を
聴
き
、
街
を
転
じ
て
面
せ
ず
。

西
妃
の
人
馬
は
、
三
盆
路
前
に
あ
り
。

停
車
し
て
塞
塞
し
、
銀
を
索
め
て
捲
関
す
。

吾

皇
恩
を
奉
じ
、
百
姓
大
難
あ
り
。

浩
気
雷
に
沖
し
、
攣
を
将

て
打
ち
濫
す
。

〔注
〕

「
打
攣
駕
」
故
事
で
あ
る
。
明
説
唱
詞
話

「
包
龍
図
陳
州
耀
米
記
」
で
は
、
西
宮
張
妃
が
身
分
不
相
応
に
曹
皇
后
の
攣
駕
を
借

り
て
東
嶽
廟
に
祈
願
に
行
く
の
を
見
て
仁
宗
に
訴
え
、
西
宮

・
皇
后
か
ら
罰
金
を
徴
収
す
る
。
後
に
清
代
に
至
り
、
麗
妃
が
皇
太
后
の

攣
駕
を
借
り
て
包
極
の
陳
州
耀
米
を
妨
害
し
、
国
舅
麗
日立
の
非
道
を
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
話
に
変
わ
る
。
ま
た
包
昼

の
護
衛
で
あ
る
王

朝

・
馬
漢
の
二
人
も
清
代
に
至

っ
て
登
場
す
る
。

『
打
攣
清
宮
』

(
四
川
胡
琴
)
で
は
、
西
宮
馬
妃
が
兄
馬
国
舅

の
陳
州
で
の
悪
事
を

包
極

に
調
査
さ
せ
な
い
た
め
に
、
皇
后
の
攣
駕
を
借
り
て
包
極
の
行
く
手
を
阻
も
う
と
し
た
た
め
、
包
極
は
再
三
攣
駕

を
避
け
な
が
ら
、

攣
駕

の
人
物
が
皇
后
で
は
な
く
西
宮
だ
と
知

っ
て
攣
駕
を
打
ち
壊
し
、
仁
宗

の
監
督
不
行
届

の
罪
を
責
め
て
馬
妃
を
打
ち
殺
魂
。

吾
奉
宋
天
、
賜
吾
龍
泉
。

乗
国
丹
心
、
斬
賊
除
妊
。

寛

到
辰
州
、
安
民
十
有
数
年
、

心
血
用
尽
千
万
。

老
龍
還
窩
飛
天
、
幼
主
登
殿
豊
年
。

辰
州
民
歌
大
有
、
安
年
楽
業
優
風
。

〔注
〕

明
説
唱
詞
話
で
は
も
と
も
と
仁
宗
の
世

で
あ
り
、

吾
始
週
朝
緻
旨
、
遇
路
冤
柾
判
断
。

放
風
肇
風
、
素
貞
伸
冤
。

高
禎
受
賄
、
楊
毛
二
元
。

厳
提
獄
内
、
吾
訪
銅
関
。

『
包
公

鉄
面

明
聖

経
』
に

つ
い
て

(
阿

部
)

吾
は
宋
の
天
を
奉
じ
、
吾
に
龍
泉
を
賜
う
。

国
を
乗
り
て
丹
心
、
賊
を
斬
り
て
妊
を
除
く
。

寛
に
辰
州
に
到
り
、
民
を
安
ん
ず
る
こ
と
十
有
数
年
、

心
血
用
い
尽
く
す
こ
と
千
万
な
り
。

老
龍
窩

に
還
り
て
天
に
飛
び
、
幼
主
殿
に
登
り
て
曲豆
年
な
り
。

辰
州
は
民
大
有
を
歌
い
、
年
に
安
ん
じ
業
を
楽
し
む
優
風
あ
り
。

真
宗

の
亮
去
の
こ
と
は
な
い
。

吾
始
め
て
朝

に
　
り
て
旨
を
緻
め
、
路
に
寛
柾
に
遇
い
て
判
断
す
。

風
を
放
ち

て
風
を
摯
り
、
素
貞
冤
を
伸
ば
す
。

高
禎
賄
を
受
け
、
楊
毛

二
元
な
り
。

厳
し
く
獄
内
に
提
げ
、
吾
銅
関
を
訪
ぬ
。
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銅
鍵
為
号
、
捉
掌
貧
官
。

天
礪
大
会
、
王
朝

・
馬
漢
。

号
気
孫
鴻
、
奏
主
封
官
。

銅
鋤

・
鉄
鋤
、
高
禎
取
斬
。

滅

族
絶
嗣
、
遺
臭
万
年
。

銅
鍵
を
ば
号
と
為
し
、
貧
官
を
捉
掌
す
。

天
礪

の
大
会
に
、
王
朝

・
馬
漢
。

号
気
の
孫
鴻
、
主
に
奏
し
て
官
に
封
ず
。

銅
鋤

・
鉄
鋤
、
高
禎
取
り
て
斬
る
。

族
を
滅
ぼ
し
嗣
を
絶
ち
、
遺
臭
万
年
な
り
。

〔注
〕

包
丞
自
身
が
投
獄
さ
れ

て
銅
鍵
を
合
図
に
王
朝

・
馬
漢
ら
に
貧
官
を
捕
ら
え
さ
せ
る

「
売
金
羅
」
故
事
で
あ

る
。

『
売
金
羅
』

(広

西
桂
劇
弾
腔
)
は
、

「好
臣
張
港
の
誕
言
に
よ

っ
て
楊
招
討
が
処
刑
さ
れ
、
娘
玉
貞
は
母
銚
氏
、
兄
応
龍
と
と
も
に
滝
関
の
表
兄

銚
庚

の
も
と

へ
逃
亡
す
る
が
、
銚
庚
は
悪
人
で
銚
氏
を
毒
殺
し
て
玉
貞
に
結
婚
を
迫
る
。
玉
貞
は
兄
を
逃
が
す
が
、

河
南
の
老
人
許
天

祐
の
妾

に
売
ら
れ
る
。
旅
館
の
息
子
孫
洪
は
許
を
説
得
し
て
玉
貞
を
解
放
さ
ぜ
る
。
孫
洪
は
玉
貞
に
代
わ

つ
て
威
陽
県
令
趙
宣
に
訴
え

る
が
、

趙
宣
は
収
賄
し
て
受
理
せ
ず
巡
按
に
訴
え
る
が
、
巡
按
は
偵
察
中
に
捕
ら
え
ら
れ
る
。
孫
洪
は
包
極
に
訴
え

る
が
、
包
極
も
捕

ら
え
ら
れ
、
獄
吏
に
銅
鋸
を
打

つ
て
売
ら
せ
る
と
、
王
朝

・
馬
漢
が
現
れ
て
包
極
を
救
出
し
、
眺
庚

・
趙
宣
を
捕
ら

え
る
。」

こ
れ
に

よ
る
と
、

「銅
関
」
は

「
演
関
」
、

「孫
鴻
」
は

「孫
洪
」

か
と
推
測
さ
れ
る
。

條
聞
京
地
、
国
母
伸
冤
。

警

目
貧
婆
、
把
吾
作
難
。

上
殿
保
本
、
新
主
問
安
。

国

母
何
在
、
現
在
宮
院
。

再

三
不
認
、
心
開
陸
然
。

吾
奏
玉
帝
、
遣
雷
下
凡
。

万
歳
認
母
、
吾
把
心
安
。

鳳
眼
双
盲
、
龍
飴
鳳
眼
。

鳳
眼
光
明
、
国
泰
民
安
。

皇

国
塁
固
、
万
民
永
頼
。

條
ち
京
地
に
聞
く
、
国
母
の
冤
を
伸
ぶ
る
を
。

瞥
目
の
貧
婆
、
吾
を
把

て
難
を
作
す
。

殿
に
上
り
て
本
を
保
ぜ
ば
、
新
主
は
安
を
問
う
。

国
母
何
く
に
在
る
や
、
現
に
宮
院
に
在
り
。

再
三
認
め
ず
、
心
開
く

こ
と
陸
然
た
り
。

吾

玉
帝
に
奏
し
、
雷
を
遣
り
て
凡
に
下
す
。

万
歳
母
を
認
め
、
吾
心
を
把
て
安
ん
ず
。

鳳
眼
双

つ
な
が
ら
盲
く
、
龍
は
鳳
眼
を
飴
む
。

鳳
眼
光
明
あ
り
、
国
泰
ら
か
に
し
て
民
安
ら
か
な
り
。

皇
国
輩
固
に
し
て
、
万
民
永
く
頼
む
。

一82「



〔注
〕

「
仁
宗
認
母
」
故
事
で
あ
る
。
明
説
唱
詞
話

『
仁
宗
認
母
伝
』
に
は
包
極
が
玉
皇
大
帝
に
上
奏
し
て
仁
宗
を

五
逆
の
罪
で
訴
え

る
と

い
う
場
面
は
あ
る
が
、
雷
神
を
下
し
て
仁
宗
を
責
め
る
こ
と
は
な
い
。

『
夜
審
郭
塊
』

(広
西
　邑
劇
)
十
五
場

で
は
、
包
極
は
仁

宗
が
李
国
太
を
母
だ
と
認
め
な
い
た
め
、
天
に
告
訴
す
る
と
言
い
、
玉
印

・
紅
綾
を
用
い
て
張
玉
皇
に
祈

っ
て
雷
神
を
降
下
さ
せ
る
が
、

そ
れ

で
も
仁
宗
が
認
め
な
い
た
め
、
再
度
雷
神
を
降
下
さ
せ
、
仁
宗
は
昏
倒
し
て
初
め
て
認
め
、
包
極
の
言
に
従

っ
て
、
天
に
祈
り
李

国
太

の
目
を
舐
め
て
開
く
。

二
十
四
孝
、
万
古
流
伝
。

滅
倫
曹
洪
斬
、
孝

・
礼
股
母
餐
。

大
経
大
孝
、
感
格
蒼
天
。

吾
奉

皇
恩
、
准
旨
宣
伝
。

加
封
純
孝
、
布
畠
養
廉
。

張
孝

・
曹
洪
、
善
悪
各
判
。

二
十
四
孝
、
万
古
よ
り
流
伝
す
。

倫
を
滅
せ
し
曹
洪
は
斬
り
、
孝

・
礼
は
股
を
母
の
餐
と
す
。

大
経

・
大
孝
は
、
蒼
天
を
感
格
す
。

吾
は
皇
恩
を
奉
じ
て
、
旨
に
准
り
て
宣
伝
す
。

純
孝
に
加
封
し
、
布
畠
も
て
養
廉
と
す
。

張
孝

・
曹
洪
、
善
悪
各
の
判
ず
。

〔注
〕
張
孝

・
張
礼
は
清
家
秘
本

『
二
十
四
孝
詩
註
』
に
見
え
る
。

『
張
孝
打
鳳
』

(湖
北
東
路
花
鼓
)
は
、
仁
宗
が
皇
太
后

の
病
気

を
治
す
た
め
に
人
頭
大
願
十
二
双
を
か
け
た
の
で

「
曹
洪
開
刀
、
張
孝
封
刀
」
の
図
に
よ

っ
て
、
ま
ず
樵
夫
曹
洪
を
斬
首
す
る
が
、
張

孝
は
継

母
李
氏
の
病
気
を
治
す
た
め
に
股
肉
を
割
い
て
継
母
に
食
わ
せ
、
さ
ら
に
青
龍
山
に
行

っ
て
鳳
鳳
を
打
ち
落
と
し
、
包
極
に
三

日
の
猶
予
を
請
う
て
李
氏
に
鳳
鳳
の
ス
ー
プ
を
飲
ま
せ
て
開
封
府
に
出
頭
す
る
。
し
か
し
弟
張
礼
も
出
頭
し
て
張
孝

だ
と
名
の

っ
た
た

め
、
包
極
は

二
人
に
生
死
二
字
を
書
い
た
板
を
拾
わ
せ
る
が
、
二
人
と
も
死
字
の
板
を
奪
い
合

つ
た
の
で
、
藁
人
形

を
身
代
わ
り
に
処

刑
し
、
張
孝
は
忠
孝
王
に
、
張
礼
は
掃
殿
王
に
封
じ
る
。
し
か
し
こ
の
劇
に
は
曹
洪
の
悪
行
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
安
徽
黄
梅
戯

『
青

龍
山
』

で
は
、
曹
洪
を
曹
虹
と
す
る
が
、
国
母
の
病
気
恢
復
祈
願
の
た
め
幼
王
が
孝
子
の
頭
十
二
双
を
供
え
る
祈
願

を
し
て
、

「開
刀

は
曹
虹
、
封
刀
は
張
孝
」
と
な

っ
た
と
言
い
、
曹
虹
は
悪
人
で
は
な
く
、
孝
子
で
あ
る
。

万
歳
為
母
、
酬
天
還
願
。

大
放
花
燈
、
普
天
旨
伝
。

文
極
奏
本
、
燈
願
免
焉
。

『
包

公
鉄

面

明
聖
経
』
に

つ
い

て

(
阿
部

)

万
歳
母
の
為
に
、
天
に
酬
め
願
を
還
す
。

大
い
に
花
燈
を
放
ち
、
普
天
に
旨
伝
は
る
。

文
極
本
を
奏
し
、
燈
願
焉
を
免
ず
。
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宣

王
妊
本
、
元
宵
還
願
。

捻

(捕
)掠
民
妻
、
情
難
対
天
。

会
英
母
子
、
分
離

四
散
。

田
子
本
是
文
曲
星
、
金
童
玉
女
天
涯
行
。

太

白
金
星
来
打
救
、
会
英
母
子
得
安
寧
。

吾

玲
聞
知
、
請
宣
飲
宴
。

聖

旨
三
通
、
斬
首
除
好
。

聖

主
降
罪
、
出
衙
　
還
。

未

上
数
月
、
赦
召
陞
官
。

君
命
有
召
、
不
駕
而
前
。

朝
中
妊
賊
、
害
見
黄
泉
。

宣
王
は
好
に
本
し
て
、
元
宵
に
願
を
還
す
。

民
妻
を
捕
掠
し
、
情
は
天
に
対
し
難
し
。

会
英
母
子
は
、
分
離
し
四
散
す
。

田
子
は
本
是
文
曲
星
に
し
て
、
金
童

・
玉
女
は
天
涯
に
行
く
。

太
白
金
星
来

て
打
救
し
、
会
英
母
子
は
安
寧
を
得
た
り
。

吾
蛉
聞
し

て
知
り
、
宣
を
請

い
て
飲
宴
す
。

聖
旨
三
通
あ
る
も
、
首
を
斬
り
て
好
を
除
く
。

聖
主
は
罪
を
降
し
、
衙
を
出

て
　
還
す
。

未
だ
数
月
に
上
ら
ず
し
て
、
赦
召
さ
れ
て
陞
官
す
。

君
命
召
有
れ
ば
、
駕
せ
ず
し
て
前
む
。

朝
中
の
妊
賊
、
黄
泉
を
見
る
を
害
る
。

〔注
〕
宣
王
が
元
宵
節

に
民
女
を
誘
拐
す
る
こ
と
は
、
中
湘
九
総
黄
三
元
堂
発
行
唱
本

『
滴
血
珠
』
巻

二
に
見
え
、

包
極
が
趙
乗
桂
が

兄
乗
蘭

に
殺
害
さ
れ
た
事
件
を
裁

こ
う
と
す
る
が
、
田
子
英
の
妻
羅
恵
英
を
強
奪
し
た
武
宣
王
を
処
刑
し
た
た
め
に
開
封
府
サ
を
罷
免

さ
れ
る

こ
と
が
語
ら
れ
る
。

(
「
武
宣
王
在
棚
下
槍
了
羅
恵
英
、
田
子
英
在
包
公
台
前
告
発
武
宣
王

一
案
、
包
公
照
律
所
辮
、
請
了
上

方
剣
、
斬
了
武
宣
王
。
」
)
な
お

『
大
驚
山
』

(安
徽
洒
州
戯
、
山
東
柳
琴
戯
)
は
、
皇
后
が
眼
病
を
治
す
た
め

「
大
驚
山
」

(驚
山

と
は
、
海
亀
が
戴
い
て
い
る
と
い
う
海
中
の
仙
山
を
象

っ
て
灯
篭
を
施
し
た
山
車
)
を
作

っ
て
民
衆
に
も
祈
願
を
命

じ
る
が
、
警
備
を

担
当
し
た
国
舅
曹
五
能
が
書
生
田
半
城
の
妻
羅
鳳
英
を
掠
奪
す
る
、
田
半
城
は
焼
き
殺
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
、
火
神

に
救
助
さ
れ
て
貴

州
に
送
ら
れ
る
、
二
児
は
東
斗
星

・
水
平
星
の
転
生
で
あ
り
、
窟
神
に
救
助
さ
れ
、
雲
南
に
送
ら
れ
て
父
と
再
会
し
、
父
子
は
と
も
に

上
京
し

て
包
極
に
訴
え
る
、
包
極
は
聖
旨
を
無
視
し
て
曹
五
能
を
処
刑
す
る
と
い
う
内
容

で
、
登
場
人
物
名
な
ど
が
異
な
る
。

白
虎
太
堂
、
斬
首
包
勉
。

捜
娘
姪
女
、
出
衙
廻
還
。

捜
娘
百
年
、
吾
捧
霊
旛
。

白
虎
の
太
堂
、
包
勉
を
斬
首
す
。

捜
娘

・
姪
女
、
衙
を
出

て
廻
還
す
。

捜
娘
の
百
年
、
吾
霊
旛
を
捧
ず
。
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披
麻
執
杖
、
流
泪
不
乾
。

麻
を
披
り
杖
を
執
り
、
流
泪
乾
か
ず
。

〔注
〕

「
鋤
包
勉
」
故
事
。
捜
の
子
包
勉
は
県
令
に
な

っ
て
収
賄
を
行

っ
た
た
め
包
極
が
処
刑
す
る
。

一
般
に
は

「
白
虎
太
堂
」
で
は

な
く
、
陳
州
耀
米
に
赴
く
包
抵
を
諸
官
が
送
別
す
る
長
亭
が
舞
台
で
あ
る
。
包
極
に
と

っ
て
長
兄
の
妻
は
育

て
の
親

で
あ
る
。
明
説
唱

詞
話

『
包
待
制
出
身
伝
』
に
、
醜
貌
の
た
め
に
父
母
に
抹
殺
さ
れ
そ
う
に
な

っ
た
包
極
を
捜
が
救
出
し
て
養
育
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

以
下
は
、
包
極
が
死
後
に
閻
羅
天
子
と
な

つ
て
善
悪
を
厳
し
く
裁
く
こ
と
を
説

い
て
い
く
。

吾
在
宋
朝
、
失
官
陞
官
。

是
吾
忠
貞
、
天
地
有
眼
。

七
十
有
九
、
天
書
来
宣
。

玉
帝
勅
旨
、
満
門
封
仙
。

吾

殿
森
羅
、
掌
生
死
権
。

心
稟
天
地
、
身
稟
陰
陽
。

至
公
至
正
、
無
私
無
欲
。

有
忠
有
孝
、
不
塊
天
子
。

天
民
違
法
違
律
、
直
辮
照
例
照
刑
。

銅
釧
捌
・
鉄
㎞鋤
、
五
口山豆
如心
正局
○

在
陽
管
陰
、
在
陰
管
陽
。

自
宋
迄
今
、

一
理
依
行
。

永
掌
陰
曹
、
華
鏡
台
前
。

万
国
九
州
、
人
物
発
放
。

当
陞
即
陞
、
当
既
即
財
。

男
形
転
女
、
女
化
成
男
。

貴

打
下
賎
、
賎
提
上
賢
。

『
包

公
鉄

面
明

聖
経
』
に

つ
い
て

(
阿

部

)

吾
宋
朝
に
在
り
、
官
を
失
い
官
に
陞
る
。

是
吾
忠
貞
に
し
て
、
天
地
に
眼
有
り
。

七
十
有
九
、
天
書
来
り
宣
ぶ
。

玉
帝

の
勅
旨
、
満
門
を
仙
に
封
ず
。

吾
森
羅
に
殿
し
、
生
死
の
権
を
掌
る
。

心
は
天
地
を
稟
け
、
身
は
陰
陽
を
稟
く
。

至
公
至
正
、
無
私
無
欲
。

忠
有
り
孝
有
り
、
天
子
た
る
に
憶
じ
ず
。

天
民
法
に
違
い
律
に
違
わ
ば
、
直
辮
し
て
例
に
照
ら
し
刑
に
照
ら
す
。

銅
釧

・
鉄
鋤
あ
り
、
吾
山豆
焉
を
恕
さ
ん
や
。

陽
に
在
り
て
陰
を
管
り
、
陰
に
在
り
て
陽
を
管
る
。

宋
よ
り
今
に
迄
び
、

一
理
に
依
り
行
ふ
。

永
く
陰
曹
を
掌
り
、
肇
鏡
台
の
前
に
あ
り
。

万
国
九
州
に
、
人
物
を
ば
発
放
す
。

当
に
陞
す
べ
き
は
即
ち
陞
し
、
当
に
既
す
べ
き
は
即
ち
既
す
。

男
は
形
女
に
転
じ
、
女
は
化
し
て
男
に
成
る
。

貴
は
賎

に
打
下
し
、
賎
は
賢
に
提
上
す
。
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富
而
転
貧
、
貧
而
陞
官
。

凛
凛
忠
孝
、
百
無

一
端
。

人
在
陽
世
、
切
莫
妊
貧
。

淫
悪
不
孝
、
莫
大
罪
葱
。

子
当
心
孝
、
臣
当
心
忠
。

若

不
忠
孝
、
抽
腸
取
肝
。

無
論
富
貴
、
発
変
畜
面
。

富
な
る
も
貧
に
転
じ
、
貧
な
る
も
官
に
陞
る
。

凛
凛
た
る
忠
孝
、
百
に

一
端
無
し
。

人
は
陽
世
に
在
り
て
、
切
ら
ず
好
貧
す
る
莫
か
れ
。

淫
悪

・
不
孝
は
、
莫
大
な
る
罪
葱
な
り
。

子
は
当
に
心
孝
な
る
べ
く
、
臣
は
当
に
心
忠
な
る
べ
し
。

若
し
忠
孝
な
ら
ず
ん
ば
、
腸
を
抽
き
肝
を
取
る
。

富
貴
を
論
ず
る
無
く
、
畜
面
に
発
変
す
。

[注
〕
包
極
が
閻
羅
天
子
に
な

っ
た
こ
と
は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
宗
教
的
語
り
物

で
も

『
鵠
橋
図
宝
巻
』

(
「
釧
判
官
」
)
で

は
、

「倣
官
要
看
包
公
様
、
鉄
面
無
私
不
用
情
。
如
今
赫
赫
金
容
相
、
第

五
殿
上
倣
閻
君
。
」
と
云
い
、
潮
州
歌

『
饒
安
案
』
で
は
、

林
太
師

に
殺
害
さ
れ
た
家
人
張
三

・
李

四
と
人
相
師
が
第
十
殿
閻
羅
王
包
公
に
訴
え
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た

『
節
孝
図
』

(漸

江
紹
劇
)
六
場

「
陰
審
」

で
は
、
包
極
は
遊
仙
枕
に
眠

つ
て
烏
台

(閻
羅
殿
)
に
赴
き
、
五
殿
閻
王
包
と
し
て
柾
死
城
に
送
ら
れ
た
冤

鬼

の
訴

え
を
聞
く
。

『
売
花
三
娘
』

(上
海
越
劇
)
十
場

で
も
、
包
丞
は
冥
界

で
は

「閻
羅
天
子
包
」
と
称
す
る
。

吾
見
不
忍
、
停
車
臨
壇
。

降
著
数
語
、
璽
黎
改
変
。

急
急
猛
省
、
改
為
孝
賢
。

事

俸
父
母
、
色
言
和
緩
。

在
朝
俸
君
、
忠
心

一
片
。

忠
孝
両
字
、
甚
過
懸
旛
礼
臓
。

父
母
在
堂
、
時
刻
身
辺
。

在

生
不
供
、
死
祭
霊
前
。

修

斎
設
酷
、
虚
杏
柾
然
O

不
忠
不
孝
、
無
法
無
天
。

吾
見

て
忍
び
ず
、
車
を
停
め
て
壇
に
臨
む
。

数
語
を
降
著
し
、
璽
黎
を
ば
改
変
す
。

急
急
と
し
て
猛
省
し
、
改
め
て
孝
賢
と
為
れ
。

父
母
に
事
俸
し
て
、
色
言
を
ぱ
和
緩
せ
よ
。

朝
に
在
り
君
に
俸
じ
て
、
忠
心

一
片
な
れ
。

忠
孝
の
両
字
は
、
甚
だ
懸
旛
礼
俄
す
る
に
過
ぐ
。

父
母
堂
に
在
れ
ば
、
時
刻
に
身
辺
に
あ
り
。

生
に
在
り
て
供
せ
ず
し
て
、
死
し
て
霊
前
に
祭
る
。

斎
を
修
め
酷
を
設
く
る
も
、
虚
杏
に
し
て
柾
然
な
り
。

不
忠
不
孝
は
、
無
法
無
天
な
り
。
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吾
今
厳
嘱
、
謹
体
真
言
。

吾
今
厳
嘱
す
、
謹
ん
で
真
言
を
体
せ
。

〔注
〕

以
上
は
衆
生
に
反
省
を
促
す
よ
う
説
い
て
い
る
。

吾

一
生
平
、
忠
貞

一
点
。

不
斎
不
臓
、
万
古
流
伝
。

吾
著
是
経
、
願
人
奉
行
。

持

調
千
遍
、
滅
罪
消
葱
。

持

調
万
遍
、
九
族
昇
天
。

男

女
有
罪
、
地
獄
可
免
。

子
孝
孫
賢
。

若
為
父
母
、
父
母
寿
添
。

若
為
児
女
、
福
禄
綿
綿
。

若
為
功
名
、
富
貴
栄
顕
。

若
為
官
疽
、
清
吉
平
安
。

戦
場
諦
読
、
百
戦
百
全
。

若
遇
猛
獣
、
不
敢
来
前
。

行
船
諷
論
、
風
浪
即
散
。

若
為
亡
化
念
、
亡
化
即
昇
天
。

焚
香
家
宅
念
、
宅
舎
保
平
安
。

警

心
体
吾
語
、
佑
爾
富
貴
綿
。

如

人
殿
侮
、
陰
律
遭
誕
。

謄

敢
不
遵
、
銅
釧
不
免
。

吾

本
鉄
面
無
私
、
世
代
万
古
流
流

(伝
)
。

『
包

公
鉄

面
明

聖
経
』
に

つ
い

て

(
阿
部

)

吾
が

一
生
平
は
、
忠
貞

の

一
点
な
り
。

斎
せ
ず
臓
せ
ず
、
万
古
に
流
伝
す
。

吾
是
の
経
を
著
し
、
人
に
奉
行
す
る
を
願
う
。

持
論
千
遍
せ
ば
、
罪
を
滅
し
葱
を
消
す
。

持
論
万
遍
せ
ば
、
九
族
は
昇
天
す
。

男
女
罪
有
ら
ば
、
地
獄
は
免
る
べ
し
。

子
は
孝
に
し

て
孫
は
賢
な
り
。

若
し
父
母
の
為
に
ぜ
ば
、
父
母
は
寿
を
添
う
。

若
し
児
女
の
為
に
せ
ば
、
福
禄
綿
々
た
り
。

若
し
功
名
の
為
に
せ
ば
、
富
貴
に
し
て
栄
顕
す
。

若
し
官
疽
の
為
に
せ
ば
、
清
吉
に
し
て
平
安
な
り
。

戦
場
に
諦
読
せ
ば
、
百
戦
し
て
百
全
た
り
。

若
し
猛
獣
に
遇
わ
ば
、
敢
え
て
来
前
せ
ず
。

行
船
し
て
諷
論
せ
ば
、
風
浪
即
ち
散
ず
。

若
し
亡
化

の
為
に
念
ず
れ
ば
、
亡
化
は
即
ち
昇
天
す
。

香
を
焚
き
家
宅
に
て
念
ず
れ
ば
、
宅
舎
は
平
安
を
保

つ
。

心
に
警
め
て
吾
が
語
を
体
せ
ば
、
爾

の
富
貴
の
綿
な
る
を
佑

く
。

如
し
人
の
殿
侮
す
れ
ば
、
陰
律
に
て
諮
め
に
遭
わ
ん
。

膿
敢
と
し
て
遵
わ
ず
ん
ば
、
銅
鋤
は
免
か
れ
ず
。

吾
本
鉄
面
無
私
に
し
て
、
世
代
万
古
に
流
伝
す
。
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願
爾
衆
生
付
梓
、
化
伝
世
界
女
男
。

諸

生
有
功
於
世
、
富
貴
子
孝
孫
賢
。

〔注
〕

以
上
は
読
経
と
布
教
の
功
徳
を
説
い
て
い
る
。

願
わ
く
は
爾
衆
生
よ
梓
に
付
し
、
世
界
の
女
男
に
化
伝
せ
よ
。

諸
生
は
世
に
功
有
り
、
富
貴
に
し
て
子
は
孝
孫
は
賢
な
ら
ん
。

〔包
公
鉄
面
明
聖
経

終

孔
繁
枯

・
張
耀
鴻

敬
刊
〕

四

お
わ
り
に

湖
南
長
沙
で
は
包
公
廟
が
建
立
さ
れ
、

『包
公
鉄
面
明
聖
経
』
と

い
う
経
典
も
作
ら
れ
て
、
包
公
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
包
公
の
人
気

は
経
典

の
内
容
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
当
地
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
語
り
物
や
戯
曲
に
よ

っ
て
民
衆
に
知
ら
さ
れ
た
。
筆
者
は
湖
南
の

劇
目
を
多
く
知
ら
な
い
の
で
、
経
典
に
記
さ
れ
た
包
公
伝
説
の
内
容
を
十
分

に
掴
め
な
い
が
、
郷
里
の
人
々
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
伝

説
は
よ
く
知

っ
て
い
た
に
違

い
な
い
。
経
典

の
製
作
は
、

「
持
調
千
遍
、
滅
罪
消
葱
。
持
論
万
遍
、
九
族
昇
天
。
男

女
有
罪
、
地
獄
可

免
0
子
孝
孫
賢
。
」
云
々
と
説
く
よ
う
に
、
読
経
に
よ

つ
て
幸
福
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
は
民
間
に
最
も
行
わ
れ
て
い
る

『
太
上

感
応
篇
』
に
、

「
日
調

一
遍
、
滅
罪
消
葱
。
受
持

一
月
、
福
禄
彌
堅
。
行
之

一
年
、
寿
命
延
綿
。
信
奉
七
年
、
七
祖
昇
天
。
久
行
不
倦
、

名
列
諸
仙
。
」
と
云
い
、

『
関
聖
帝
君
覚
世
真
経
』
に
、

「帝
作
斯
語
、
願
人
奉
行
。
言
錐
浅
近
、
大
益
身
心
。
戯
侮
吾
言
、
斬
首
分

形
。
有
能
持
調
、
消
凶
聚
慶
。
求
子
得
子
、
求
寿
得
寿
。
富
貴
功
名
、
皆
能
有
成
。
凡
有
所
祈
、
如
意
而
獲
。」
と

云
う

の
に
類
似
す

る
。
包
公
は
経
典
を
有
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
関
公
と
同
じ
よ
う
に
衆
生
を
導
く
神
に
な

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

中
国
大
陸

で
包
公
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
報
告
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
眼
で
あ

っ
た
。

「
宝
詰
」
の

「允
に
廟
食
、
宇
内
に
遍

し
」
と

い
う
句
に
よ

つ
て
分
か
る
よ
う
に
、
長
沙
以
外
の
地
に
も
包
公
廟
は
あ

っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
論
じ
る
こ
と
に

す
る
。
長
沙
に
お
け
る
包
公
信
仰
の
由
来
は
包
極

の
子
包
績
の
潭
州

へ
の
赴
任
に
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
経
典

の
内
容
か
ら
し
て
、
包

極
自
身

の
庶
民

へ
の
人
気
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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注

広

西
戯
曲

伝
統

劇

目
匿
編

第

五
十

九
集
桂

劇
、

広
西
憧

族
自

治

区
戯

曲
研
究

室
編

、

一
九

六
三

・
七
、

五
九

～
七

一
頁
。

広

西
戯
曲

伝
統

劇

目
匪
編

第

五
十
九
集

桂

劇
、

広
西
憧

族
自

治

区
戯

曲
研
究

室
編

、

一
九

六
三

・
七
、

七

三
～

八

二
頁
。

川
劇

伝
統

劇
本

匿
編

第

二
十
集

、
川
劇

伝
統

劇
本

匪
編

編
輯

室
、

四
川
人
民

出
版

社
、

一
九

五
九

・
九
、

二
七

一
～

二
八

五
頁
。

広

西
戯
曲

伝
統

劇

目
匪
編
第

三
集

桂
劇

、
広

西
憧

族
自

治
区

戯
曲

研
究

室
編

、

一
九

六
○

、

二
四

九
～

二
九
○

頁
。

広

西
戯
曲

伝
統

劇

目
匪
編
第

三
十

三
集
　邑
劇

、
広

西
憧

族
自

治
区

戯
曲

研
究

室
編
、

一
九

六

一
・
五
、

一

一
七

～

一
四

三
頁
。

川
瀬

一
馬

「
二
十

四
孝

詩
注

の
研
究
」

(
一
九

四

一

・

一
二
、

『
書
誌

学
』

七
巻

五

・
六
号
)
。

湖

北

地
方
戯

曲
叢

刊
第

四
十

集
束

路
花

鼓
、
湖

北
省

戯
劇

工
作

室
編

印
、

一
九

八

一
・
八
。

黄

梅
戯

伝
統

劇

目
置
編

第

二
集
、

黄
旭

初
主
編

、
安

慶
市

黄
梅

戯
劇

院
、

一
九
九
〇

、

二

二
五
～

二
五

五
頁
。

安

徽
省

伝
統

劇

目
匪
編

洒
州
戯

第

五
集
、

安
徽

省
劇

目
研

究
室

編
、

一
九
五

八

・
五
、

一
五

五
～

一
九

四
頁

。

山
東

地
方

戯
曲

伝
統

劇

目
匪
編

柳
琴

戯
第

七
集

、
山
東

省
戯

曲

研
究

室
、

一
九

八
七
、

一
～

一
一
〇

頁

。

漸

江
戯
曲

伝
統

劇

目
匪
編

紹
劇

第

二
集
、
中

国
戯

曲
家

協
会

漸

江
分
会

・
紹

興

県
紹

劇
蒐
集

小
組
編

、

一
九

六

一
・
九

、

二
〇

三
～

二
五

四
頁
。

伝
統

劇

目
匪
編

越
劇

第
十

四
集

、
上

海
市
伝

統
劇

目
編

集
委

員
会

編
、

上
海

文
芸

出
版

社
、

一
九

六

二
、

一
二
○
～

一
四

八
頁

。
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『
包

公
鉄

面
明

聖
経
』
に

つ
い
て

(阿

部
)


